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第 ７ 回　診療情報管理委員会　議事録
　　平成　23年　11月　24日（ 木 ）
　　　場　所：2階　会議室　  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　間：15：30～16：00
記録者：山地　孝志 　　　
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· 欠席者は必ず目を通し、知らなかったということがないようにしましょう。
○診療録綴じ順統一に関する企画書作成の進捗状況について

　企画書作成は終了し、千葉C.O.Oへ提出をしている。現在、確認を依頼している段階となっている。

（１）実地指導についての経過、取り組みについて

○青南病院　精神保健福祉法の実地指導について（青南病院にて実施）

　　　平成23年12月20日実施予定となっている。カルテの綴り順を確認して、カルテチェックや書類の確認等を行っていくよう、各病棟・各部署へ周知していくこととしている。行動制限に係る書類に関して、カルテや書類等に必要事項が記入されているか、また、必要書類が綴られているか等を確認していく。記入されていない場合や必要書類が綴られていない場合は、早急に準備していくよう、各病棟・各部署へ周知していくこととしている。

・患者様個人毎のファイリング保存期間について

①現在、東病棟のみが2ヶ月毎に綴っている。西・南・北病棟は３ヶ月保存でのファイリングで対応している。ファイリングでの保存期間を2ヶ月毎に綴るようにする。

②現在診療録にはさんであるＧＡＦについて、嵩が増している状況であり、毎月の診療録記録などに支障が出ている。
・対策：現在カルテにはさんである分（平成22年4月～平成23年10月）は、患者様毎にまとめて、今月資料庫に格納する診療録の後に合わせて綴じる。

尚、１１月からのＧＡＦ用紙については、月毎に病棟単位でファイリングし資料庫へ格納する事とする。

実施月間中のファイル綴りについては、皮膚科実施箋の次に綴じる事とする。
・背表紙に「○病棟　平成○年○月分」と記し、厚紙で表裏表紙を付けて保管する。
（資料庫に格納するときに行っている作り方と同様の方法）
○介護サービス事業者に対する実地指導(入所･短期入所)について

（介護老人保健施設「南山苑」にて実施）

　平成24年1月27日実施予定となっている。実地指導に向けて各部署にカルテチェックの実施を進めている段階である。

○指定地域密着型サービス事業者に対する実地指導(認知対応型通所介護)について

　平成23年10月27日（木）終了している。大きな指摘事項は無かったが、鉛筆で記載されていた書類が経過録に挟んであったとの報告内容があった。記録など保存するものは鉛筆で記載するものは無いので、鉛筆の使用はしないよう現場への周知徹底を図る。

　　回答については、担当領域の吉田ＡＯＭが八戸市役所へ提出しています。

（２）診療録・経過録などの現状と課題

　・カルテに挟まっているとても古い書類の保管方法はどうすれば良いか？保存期間をどのようにしたら良いのか？

　　（入院当初から綴じられている検査などの結果、サービス提供表、精神保健福祉手帳医療・介護保険証などのコピー、有効期限など切れているもののコピーなどがずっと、カルテに保存されている現状である）

　　　関連部署などの連携が必要である為、どのような書類が、古い書類としてあるか、

　　　現状を各部署で整理し、次回、内容物を話しあう事としている。

　

・カルテに関する処理、記載などのミスに関して減少する傾向が見られない。

　　（処方箋など半券処理、検査伝票結果の処理、面会表や皮膚科実施箋、予測指示箋、フローシートの記載漏れなど）

カルテ見本はあるが、現場で振り返って確認する職員は少ない。

　　　カルテは職員の業務の証明や、各施設の収入に直結している事を認識している職員が少ない。

対策：カンファレンスやミーティングなどの時間などを利用し、現任職員への周知・徹底を図る。

